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像，反　映，情　報

武井勇四郎

1　問題のありか

　存在と認識との，物質と精神との接合点の研究は，二元論，物活論，平行

論を克服する道である。これは二千年このかた哲学の解決すべき課題の一つ

で，各人各様に解答を試みたが最終的解決を得たわけではない。唯物論的一

元論は，この接合点の解明に失敗すれば一元論はただの要請にとどまって実

証されぬままにとどまることを余儀なくされるので，物質からの精神の発展

という大前提を基にして，18世紀フランス唯物論以来，物質の感性的属性の

存在を推論している。しかしこれはあくまでも論理的推論であって，実証の

域に入らない。たとえば，ディドロは物質の一般的特性ないしは生体構造の

産物として「静止的感性」を仮定し，また彼より以前にライプニッツは，窓
　　　　　　モナド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アトム
がなくて他の単子から物理的作用をうけない単子が，単に生命のない原子で

はなく宇宙の永久な活きた鏡mirroir，「内的作用を具えた鏡」で，全世界を

己れの中に表象perceptionすると考えた。この表象は外界の事象を表現す

る単子の内的状態を意味し，この表象の度合によって単子に差異があるとさ

れた。たとえば，物体は混雑した表象，ぼんやりした表象をもつ眠れる「裸

の単子」である。ディドPの「静止的感性」も，ライプニッツの「裸の単

子」もいずれも接合点の解明と二元論を克服する意図なのであるが，やはり

推論で終っている。

　二の接合点の解明は放棄されていない。むしろ19世紀末から今世紀にかけ
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てなおのこと焦眉の問題となっている。生の哲学者ベルグソンは二元論がひ

きおこしてきた理論的困難を軽｛1戎する試みとして，物質をimageの総体と

して論究していた。しかし彼は成功しているとはいえない。

　占典物理学や力学が物質の属性として呈示してきたものは，物質の空間的

移助運動底慣性，力，エネ・レギー等であった。哲学者にして数学者のデ

カ！しトは物体の属性に延長のみしか認め得なかったが，果して物質はこれら

の属性のみに尽きるであろうか。もしそうならば唯物論的一・元論はデカルト

の二元論に呑みこまれてしまうであろう。精神は突如として天から降るか，

地から湧くかしなければならないからである。古典物理学から今世紀までの

間には生物学が介在した。ベルグリンの論考は当時の生物学の諸成果に支え

られてのものであったが，接合点を追求するよりはimageで物質を覆ってし

まった。生物学1期1純な生物体にも感性を認め得たが，これとても生命その

ものの発生という大問題にぶつかり，またもや全物質における感性を論理的

に推論するのである。レーニンの推論はディドロと生物学者R・モルガンの

説の延長である。レーニンによれば，物質はすべてその本性一ヒ感覚と同類の

性質，つまり反映する性質をもち，物質という構造物の礎石のなかに感覚と

類似した能力を内含する。ところが今世紀の初頭においてこの感覚と同類の

性質は少しも解明されなかった。しかし，推論は推論であって実証ではなく

ても推論は論理的威力をもち，従来の物質の属性とは別の属性の解明に研究

を推し進める。レーニン没後，ソヴエ1・の物皿学者ワヴィロフBaBMnOB　C．　H．

は「反映の物理学」という奇妙な学の成立を提唱したのであるe彼は，未来

の物理学が感覚と類∬戊した能力を物理現象の最行力な研究対象として，これ

によってもろもろの現象を説明できる時点が到来する，と予言したのであ

る。この学が現在の情報理1論と同じものであるかどうかは断じることはてき

ないにしても古典物理学の諸概念（移動，慣性，力など）では律しきれない

新概念を要求していたのである。レーニンとワヴィロフの見解の系譜を延長

したのがブルガリアの哲学者にして美学者であるトドル・パヴロフTonop
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イクスナンシア
naB、IOBてある。彼は，物質概念に外的な，空間的・外延的属性と反映とい

　　　　　　　　　　　インテンシプ
う内的な、txイナミックな内包的属性との二属性を含め，そして後者を諸対

象が現実的に客観的に相互作月］している時か，した後で生じる成果，つまり，

物質の内的状態ないしは反映痕跡と規定したのである。これらのことは1930

年代に提唱され，当時の諸科学の諸1戎果の哲学的一般化によるものであるが

依然として推論の域を出ないものであった。そしてしばらくの聞この推論，

仮説，提唱は放置されていた。

　ところが、今世紀半ばに自然諸科学と技術の進歩が，正確に言うなら情報

理論．サイバ不ティックス，数学論理学，電子工学，「対象化された知力」

　　　　　　　　　　　　コンピユ　タ　
（マ・レクス）とt、考えられる高速度情報処珂職器が、哲学者に先きの推論，仮

説を呼び戻したのである。無機物の素子から構成されているコンピューター

の驚異的な情報活動，n己組織的・自己制御活動は，一体物質のいかなる属

性による｛Lのなのか。この間の返答に哲学者はせまられ，1’1然弁証法の再検

討を余儀なくされている。情報は情報であってエネルギーでも物質素材でも

ない、という一if一イバネティソクスの創始者のテーゼは，物質と精神の接合点，

無機物にお：ナる反映能力のlllj題への現実的な解決の鍵を与えるかの如くに見

えた。ある論者はレーニンらの仮説はコンピューターによって実証されたと

まて極論したごしかし二元諭の物質と精神との問litl，1を埋めるには，哲学者は

きわめて複雑な現代的川］題をかかえてなおも白然哲学的；；命究を必要としてい

るのてあ：1、　c

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　システノコ
　接合点の解明のノ少なくと￥，　一つの手掛かりはサイバネティックス機器の情

報活動の分析によって与えられていることは確かてある。何故ならば，従来

の機械がいかに複雑に無機物から構成されていようと，所詮，エネルギーの

変換・伝迂・保存か物質材の加ユニ・伝達等てあるのに対して，サイバネティ

ックス機器は，同じ無機物から構成されていても前者と本質的に異なった機

能を遂行するからてある。したがって接合点の解明は，サイバネティックス

機器の情報活動の根底にある無機物体の像がいかなる性質を有するかを分析
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することにつきる。そしてこの像の解析に当ってサイバネティックスか提供

した画期的概念たる情報概念を解析方法としてみたい。

2　反映＝対応像

　像には鏡像やレンズの光学像から絵の如き模写像，動物の心理像，情報処

理機器の情報像，人間の観念の如き主観像に至るまで，さらにまた集合論の

写像の如き純函数的像まで数えあげられるので，像の概念はひじょうに広範

囲で内容に富む。その上像の概念は諸科学の発展にともなって歴史的に色い

うに変遷してきているので，一口で像の一般的定義を下すことは抽象的論議

に陥るので差し控えよう。むしろ接合点の解明に必要な像の解析に論点を絞

っておく方が生産的であろう。

　古代の原子論者エピクロスや・レクレーティウスの説いた映像imagoは，

物体の最表面が剥離して四方八方に飛び交う微細な薄膜物質で，これかノ＼問

の眼に飛びこんでくるのである。この薄膜物質は物体がもつ一定の形象（原

子の一定の配列）を保持したままで当の物体から剥離して放出されるのであ

る。この場合，imagoと物体の形象とが全く同一の物質から成る。この素朴

な映像説は現在において批判にたえるものでないが，この剥離という考えは

言葉として遺ったように思う。ドイツ語のAbbild（模写，写像），ロシア語の

oTo6pa＞KeHHe（模写，反映）がそれで，前者においてはAb－’‘Bild”，後者に

おいてはOT－’‘06pa3”でいずれの接頭語も剥離の意で，つまり剥離した形象

（Bild，06pa3）ということになる。その後．映す（写す）主体の側の活動が

強調されてAbbild，　oTo6pa｝KeHHeは形象を剥奪する，写し取るの意に変り，

現在われわれが理解している像という意味になったと考えられる。形象と像

とが区別されてくる歴史について1㌧1ち入る余裕はないが，エピクロスが解し

ていたimagoは今日われわれが解する像の概念とともかく異なっていた。

　しかしこの素朴な「唯物論的」映像説は，プラトンのイデア説と正反対を
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なし，物理・光学的現象に密着している視覚像的次元の現象を扱’）ている点

で注目に価する。反映という言葉は今でこそ抽象的な意味で，新幹線はH本

経済の反映であるとか思想は社会的諸関係の反映であるなどと用いら．1しる

が，もともとは自然現象から取られていたものであるcたとえばラテン語・り

reflectereは光の反射，　repraesentareは現存を別の形式で再生するという意

である，ロシア語のoTpa》KeHHeの動詞oTpa＞KaTbは鏡や水｝こに白分の姿を映

すであり，ドイツ語のWider－“Spiegeln”iこは鏡なる語根が見lh：に遺．、て

いる。このことは反映現象ないしは反映能力が低次の運動形式にしろ、無機

物界の物体にも現として存在していることを如実に物語っている。先きのラ

イプニッツの単子は「内的f乍川を具えた鏡miroir」であった。

　鏡像とか水面像のみが無機物界の像であるわけでないことは後述するとし

て，鏡に1’1分の姿を映すという場合，鏡に姿が映るには鏡という物体と人問

の身体とが一定の物質的関係をもたなければ無理である。またこの場合，鏡

に映った像は身体そのものでは決してない。エピクロス説にあっては，imago

は対象が放出するもので，当の対象が他の対象と物質的な因果作用を結んで

他の対象のなかに像をつくるのではないのである。

　したがって第一に，像は諸物質系間の相互作川なしでは成立しない，1－；’葉

を換えれば映す対象と映される対象とに相互作用かもしくは一方向的作Jl］、／う　－1

存在する時にか，存在した後に像は映す対象に生ずるのである。この意味で

物質的な相互作川や一方向的作用そのものと像とを同一視したり，あるい．よ

その作用の一形式とみる見解は正しくない。もしこの見解に立てば人間の観

念像は客観的な物質的作川ということになり，物質主義に陥る。

　第二に，像と対象は同一物ではない。ある唯物論者が唯我論者を反駁する

のに次の論法を用いた。もしネコがネコ以外に対象物が存在しないとするな

ら，ネコは血と肉をもった実在的対象としてのネズミをつかまえずにネコの

眼に映ったネズミをつかまえるであろう。この論法は素朴であるが有効であ

る，真理を表明している。映像のネズミは飢えたネコの欲望を満足させるも
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のではな・．・からである。日木語の「反映」はある対象が他の対象にその姿や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

形を映すという意であるが，「映す」はまた「移す」なのである。ある対象

そのものを他の対象のところに移動させることではなくて，ある対象そのも

のは少しも動かないでその形象，姿を他の対象のなかに「移すtransform」

のてある。このことを数学的に言えば変換trang．formationである。

　ここで対象の何が「移る」のか究めなければなるまい。そこで集合論の写

像がどのように定義され，その像と哲学や反映論でいう像とどんな関係があ

るかを検討しよう。

　集合論では，集合Aの全要素aiが集合Bの一定の要素biに対応するな

ら、ノ1はBのなかに写像をもつという。A，　Bの全要素が一対一対応であれ

ばi・．　omorphismであり，その特徴はai　｝＝’　biであるからΣai＝Σb，で集合

A，Bの両要素の量の一致である。またa：　u’　buであればaiRbt；一’biRbLiで

両要素の秩序なり一般的構造なりの全般的一致である。A，　Bの要素が多対

一対応であればhomomorphismで，その特徴はal→b，，　at→b，・でatRa2

→b，Rb，である。すなわち部分的一致である。

　集合論のこの両者の写像においては，集合とその要素の有する具体的質は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ー 切捨象され専ら量と一般的構造や秩序のみ力澗題となる。一般に対応関係

に基づく集合論の像はもっとも抽象的な函数O幾能）的対応像であって，集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　　　　　　

台Aと集合Bとの間には因果関係が成立していない。したがって砂粒の集合

と人間の集団という両者が全く無関係な集合1こ対応を求めることができる。

この両集合の問には因果的・産出的関係（f乍用）が存在しようもない。

　しかし人間の足と砂との現実的作川によってできる砂．ヒの足跡（像）は，

先ξの　isomorphism，　homomorphism　と異なるし，また地形と地図の如き

写像mal）pingとも異質的てある。これら後者は理化学ていうrepresentation
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　コ

ではな1．・。われわれは集合論¢）対応やnlaPpingと区別して物質系の因果的
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　

・ 産出的作川によって生じた像を反映＝対応像representationと命名してお

こう。
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　哲学や，反映論で，扱う像は集合論の機能的対J，’ilではない。したがって集

合Aと集合Bとのそれぞれの集合の要素間の対応関係ではなくて，物質系A

と物質系Bとの物質的な囚果的・産出作川において，Aの性質（幾何学的形象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ロ　　　　コ　　　　ロ　　　　コ　　　　コ　　　　コ　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に限らず性質一般）がBのなかで別の形式で再生産されたもの，それを反映と

いう。無機物におけるこの再生産物が反映＝対応像であって，BはAの性質

を別の形式でrepresentする。無機物の反映＝対応像ぱ因果性を有するiso－

morphismであって集合論の機能的（函数的）対応の　isomorphism　ではな

い。たとえば被写体とカラー写真において，後者は前者と対応しているだけ

でなく被写体の色彩をも映している。カラー写真の方から被写体の一定の性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ質を認知できる。こういう意味で反映＝対応像representationという命名を

与えたのである。

　物質的な因果的・産出作用の結果得られた再生産物（反映＝対応像）を，特

に幾何学的像に限ることは不可知論に導くこと十分である。なぜなら，たと

えば音声の波形（強弱）が圧電効果によって電流の波形（強弱）に変換され，

それが磁気テープを秩序をもって磁化するのであれば，音声は別の形式で磁

気テープにr像」を結んだと言えるから。現に物理学者は音声の構造特性を

認識するために，音声を別の物質系の特性に変換する。たとえばブラウン管

の光軌跡運動に。しかし必ずしも視覚的次元の像に変換して研究するとは限

らない。

　ところで無機物のこれらの反映＝対応像はエネルギー変換の一種ではない

かという疑問が起ころう。普通，高熱体の温度測定にいくつかの計測器具が

用いられ，高熱のエネルギーの大小は熱電対の電気の電位差の大小に，これ

はまた検流計の磁力の大小に変換される。これは一系列の微量なエネルギー

変換（熱→電気→電磁カー・機械力）過程である。しかし，測定者にとって必要な

事柄はエネルギー変換過程そのものではなくて，高熱体の温度の大小を知ろ

ことである。このエネルギー変換過程が主要でないということは同じことが

別の仕方で知られるということによって示される。温度の大小は，たとえば
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色度によっても測定できる。先きの一系列の過程は，なるほど微箭の工不・レ

ギー変換過程であるがそれと同時に一系列の反映＝対応像の形成過程てちる

ことを特記しなければならない。ここでは高熱体の温度の人小は熱電対iこ別

の形式でその反映＝対応像を作る，色いろの媒介を経て最終的には検流d’の

廻転角の大小に反映＝対応像を1’1：る。反映＝対応像の形成には諸対象〔物質

系）の物質的因果的・産出作川としてのエネルギー過程か不可欠てあるが，

反映＝対応像そのものをエネルギーや物質素材にじかに還元することはでき

ない。反1映過程は，オストヴァルトのエネ・レギー主義と違ってエネ・レギーの

変換・伝達，物質素材の加工・運送の過程には直よ妾還元不能なのてある／コ無

機物において物質系Aが物質系Bに映るとは，Aのある性質がBに別の形式

で移る（transf・rm）ことである。

　この種の反映＝対応像は受動的な客観的像である。受動的というは像を映

し取っている物質系がこの像によってその後の活動が決定されないという意

であり，客観的というは人間の観念や概念の如き主観像でないという意であ

る。この客観性は無機物の物理・化学的現象に基づく対応関係の客観性に由

来するから，この客観像は，従来物理・化学によって研究されてきた現象’：

何ら新しいFil：象なのでなく，物理・化学的諸法則に全lfii的に服する‘il：柄であ

る。そして物理・化学的諸法則は，従来，数学的記述と操作にかか’・ていた

ものである以上，この反映＝対応像もまた数学的壬段によって処理てきる」．

のである。先きの高熱体の温度測定におけるエネ・しギー過程はほとんど函数

に表記でき数f直計算が可能である。画数が変換trang．　formationである二と

を念頭におけば反映＝対応像の推移過程はアナログ性，構造の変換性，機能

（画数）と次元を同じくしてくる。－llでp．1’　kばラィプニッッのfunctioで

ある。この意味では反映＝対応像の因果性をではなく対応性　i・．　omorphiSm

を強調しなければならない。これが，反映．二対応像なる名称を与えた所以て

ある。

　無機物の反映＝対応像の形成過程と情t一艮伝達の過程とが密着しているのに
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ノx’（　　イ　ー　j・　　く　　　：

　今ある一定の思想や意味（情報内容｝を遠方に不変駐0）形で伝達するとし

て，放送局で話している思想家と聴取者間の媒体を考えてみよう。思想家の

思考．思想，意味はそれ自体独り歩きできないから言葉という言語物質に対

象化されざるを得ない，ここては音声という物質系に対象化される。音声波

形はマイクロホンにて電流波形に変換され、増巾，変調を経て空中電波に変

換ざ1ビこ，遠方の受信器で受容される。受信器では送信器と逆の過程を遂行

して可聴な音声波形として聴取者の耳に至る。耳から導神経路においてまた

様ざまな信号化を経て中枢（頭脳）に至るoここて始めて信号物質の対象性

が剥紺されて，伝えらるべき思考、思想，意味となる。この通信過程では，

先きの高熱体の温度illil’diと同様に，エネ・レギーの変換・伝達が主要な‘｝3：柄で

はなくて，伝ぱさるべき思想を不変量の形で遠方に移すことが百要なのであ

る。指摘するまでもなく．この一連の通信過程はすべて諸物質系の因果11勺・

産IUlノ「川による客観的な反映＝対応像の形成過程である。したがって情報伝

達は諸物質系のもつ独白な像形成能力に依存して初めて可能であり，普通，

信号化cordingといわれる過程は．実は情報内容を諸物質系のもつ独自な像

形成に巧みに対象化する過程であるとわかる。

　情報の定義：よさておくとして，一般に情報のisomorphismが説力・れてい

ることといままで論じてきた無機物の反映＝対応像とは不可分である。先き

の通信の例でわかる様に，情報内容の伝達には諸物質系の因果的・産出作用

がな：ナれば成立しない，そうである以上情報内容の伝達にはあくまでも現実

的なエ㍗しギー変換・伝達，物質素材の加工・伝達を不可欠としている。そ

して先述した如く，それには反映＝対応像を必要としているのてある。した

がつて情報のisomorph性とは反映＝対応像のisomorph性なのである。こ

の意味で情融よ，N．　Wienerの述べる如くじかにエネ・レギーにも物質素材に

も還元不能なのである。

　ここで横行している誤った観念を一つ取り除こう。情報ぱ観念的なものの
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担い手Trtigerとか乗り物vehicleであるとかという表象である。つまり，

観念，意味は物質でもないし独り歩きもできないから記号や信号に，ちょう

ど人間がバスに乗っけてもらう様に，乗っけてもらうという表象である。通

信にも搬送波という用語もある。この表象は一見してもっともらしい定式，

情報＝信号＋意味・という定式を与える。この定式からすると観念的なもの

が人間の頭脳を離れて存在し，搬送波に乗っけられて空Etiを飛びかう。しか

し，これは奇怪て不可解だ。もしそうだとするならば現代版の物活論てちろ

う。

　もし精神の対象化，物質化ということを精神がエネ・レギーや物質素材に成

るという意にとれば，ヘーゲルの，一：う精神の自己疎外で客観的観念論が成立

することになる。ある思想家の頭脳の中でノL産された精神的所産は，、二語物

質系に対象化、外化されないことには他人にわかってはもらえないが，その

所産が言語物質という乗り物に乗っけられたということを意味しな1、・c言語

物質はあくまでも物質であってそれ以上の何ものでもない。記号も文字も音

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノスアム声もすべて物質であって精神的なものでは決してない。ただ”i’語物質系は一

定の秩序ある有節音や記号体系をもつだけでなく一定の文法的構造をももっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　システム
ている。精神的所産の言言吾物質への対象化，外化とは言語物質系の一定の秩

序と構造に変換することなのであって，そのE文法構造を無視した得手勝手

な仕方では思想は伝達されない。そして伝達さるべき精神的所産が1也の人間

において再生されるには，その三；語物質の対象性が頭脳において剥離されな

ければならない。観念や意味が人間のD∫1脳を離れて存在するとす〕しば、本や

図書館が考えたり判断したりすることになるであろう。人間が生産したもろ

もろの知識：よぼ語形成物に定着されてはいるが，言語形成物はあくまても物

質的存在として存在しているもので，ある人間が一定の秩序と構造をもつLl“

語形成物を読み，その対象性を剥離するまではその知識は死蔵しているも同

然なのである。いかに言語という情報が合日的に秩序をもって意識的に構成

されようと観念＋物質という混合体にはならない。それはちょうど人間の住
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む家が完成した場合，人間頭脳でつくられた観念上の設計が実在的物質材の

秩序や構成に対象化されたのであって，家という観念と物質材が混体物とし

て人間を住ませるのではないと同じである。

　われわれは自然の妙理に驚かざるを得ない。無機物の反映＝対応像から最

もかけ離れている人間の観念像が対象化される段になると，反映＝対応像な

しでは対象化は不可能であるという事実，つまり精神的所産が発声器官や運

動器官を通じて感性的対象物に外化されざるを得ないという事実，，逆に感

性的対象物は感覚諸器官によって受容される様に外化しているという事実，

諸器官はそれぞれの固有な反映＝対応像を内蔵して構成されているという拮

実，中枢において対象性離が剥行なわれるというIF実……誠に妙理に尽きる。

　情報の定義はさておいて情報伝達と無機物の反映＝対応像との関係に深入

りしたが，ところて情報と反映＝対応像とは同一次元の同一物ではないかと

いう速断を下す向きの論者もあろう。なるほどオストヴァルトのエネ・レギー

主義が通用しない上，情報がエネルギーでもなく物質素材でもなく，反映＝

対応像もまた直接それらの前者に還元できないなら，一見して情報と反映＝

対応像は同一次元の同一物の如くに見える。しかし，事ほど左様に事は単純

てはない。後述する如く情報にはもっと重要な概念が含まれている。この問

題に立ち入る前にいま少し無機物の像について吟味する必要がある。

3可能的反映

　因果的・産出作月］に基づく反映二対応像は，既述したように具体的質を全

く捨象し量と秩序の対応しか有さない集合論の機能的写像とは｝童い、実在的

物質系の一属1生である。それは客体と主体とではなく，諸物体間の，つまり

無機的物質系と無機的物質系との因果的・産出作用において生ずる無機物す

べてがもつ属性である。この像は，物理・化学的現象であるばかりでなく，

数学的に定式化できる客観的像であり，かつ像をつくった物質系のその後の
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活動に対して像かいかなる役Hも果していないという意味て、受動的な性格

を有する。

　いまや，この最後の点に光を当てなけれ｝まならない○つまり，無機的物質

系のすべてが受動的な像Lかもち得ないか否かである。

　この問いへの解答に’㍗・て，最も高次の像，人間的主観像偲考，観念，理論

tcと）が人間の実践にいかなる役割を演じているかを考察する必要がある。

人間的実践いま識にタ某介きれている最高度にrl的志向的な，物質の客観的な実在的な

相互関係の一・形式）に大見定されて生じている人間的思考（社会的・それを通しての

自然的・現実の認識）は，決して受動的ではなく，実践1：および理論上の諸矛

盾を解決する役目を果している。つまり，人間的実践の方向を決めているc

解決するとか、決定するとかという活動は思考トの活動であって、すなわち

観念Llの活動であって，エネ’レギーや物材の活動（作用）てはない。なるほ

ど、思考的能動的活動は物理・化学的，生物・生理学的活重力（作用や反沁D抜

きでは存、’t’し得ない。この意味では思考は自然的全体の一部分である。だが

この一部分が自覚せる自然であり，弁証法的思考である。それは己れ以外の

すべての運動形式を己れのうちで弁証法的にIE揚しているが故に，己れ以外

び）外界を観念的に支配し得るのである。人間的思考は人間的実践によって規

定さ｝しつ．・ながらも，後者を観念的に方向決定する。人間的諸観念は人間の

社会的・それを通しての自然的・現実によって規定されていながらも、後者

の矛盾を解き新しい現実を観念的に先取りする。人間主体と客体と相li二関係

において生じた主観像（認識像）は主体の現リミ的活動を決定する動力てある。

これが故に人間は己れ自身を創造し発展させる。

　この実践と思考との，存在と精神との，現実と認識との，客観的活動と主

観像との弁証法的関係は，最も低次な形式であれ，無機物界に存在していな

いてあろうか。もしこの人間のレベ’レの関係をそのままいきなり無機物界に

おしつ：ナるなら，擬人観anthropomorphism（4nthr6po｝：＝maTl．－Tnorphos＝s．　hape）

や，さらに下って動物のレベルの関係をそうするなら，物活論hylozoism
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　（hyl⊂matt・・．・δ・・一二animal）の羽目に陥ることになる。また，もし有機体の

一 切の特質が無機体にその前駆形態praeformatioをもつとすれば，前成説

で物質や反映の質的躍飛を一切認めないことになる。擬人観，物活論，前成

説を導入すれば，論究している物質と精神の接合点の問題そのものが無意味

となり，ひいては二元論の克服は無用の長物となる。

　無機物の反映＝対応像の受動性から有機物の感性の能動性への発展の環を

理論的に設定して，その環の現実的現象を見出すことがなによりも頂要であ

る。ちょうど人類学において，猿から人間としての人間への過程にもろもろ

の類人猿の環を発見さ才している様に，この問題においても像の環を見出すこ

とてあるn

　物質系Aと物質系Bとの因果的・産出作用においてAの性質がBのなかに

別の形式て再生産された像カミ，A，Bの因果的・産出作用がi『械してもなお残

存しているとすれば，これは反映痕跡とか内的状態とか・’1　・fil括弧つきの『記

憶』とい・・たものてある。これがBの次の外的作用まで可能的に潜在し，内

側からこの外的作用に作用して顕在的になる時，この外的作用は過去の消滅

した外的作用と違った新たな作用となる。この反映痕跡は物質系Bの過去の

出来’llを1記］1把し，それに基づいて現在の外的作用に影響を内的に及ぼす

一 モメント，一起動力となる。もはやBの外的作用（活動）はタト界からの即

時的作用に一義∬勺に決定されずにBの過去性にも依存することになる。した

がって反映痕跡，「iiL「憶」は『遺伝性』をつくり出す性格を有してくる。こ

の像は，鏡像の如くに即時的にたち消えるものてもなく，写真像の様に残存

する1ナれども「死」んでいる像でもない意味で，また可能的に潜在してその

後にtiいて顕在的に作用する意味で，受動的でなく能動的な可能的な反映像

てある．この様な像に可能的反映像dynamic　reflectionの名称を与えよう。

既に、二単r論1の著者ライプニッツは『力学試論Specimen　dynamicum』

（1695）や「新説』（1695）で，自然の物体の運動を扱うさいに自然の中では拡が

りのないものの概念をつまり形而E学的概念を，しかし人間の精神といった
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ものでない概念を用いないことには力学の原理を説明できないと主張してい

た。彼はこの概念として力visという概念を提出した。これは速度と質量の

積で示されるものでなく，形相的で能動的なもの，やがては働くことができ

るもの，能力と作用の中間物，実現作用の直接的可能性，可能性の充実と根

源的活動を含有するもの，である。アリストテレス流に言えばエンテレケイ

アente16kheiaだが，彼は「原始的な力」と名付けている。ギリシア語の可

能態dynamisはライプニッツによって復権され力学dynamiqueとなる。ラ

イプニッツの見解は現代的意味を失っていない。サイバネィックスの創始者

ウィーナーは彼をサイバネティックスの守護聖人にえらんでいるのである。

　Le　Chatelier　H．＝Braun　E．の原理によれば，ある平衡した系が外的1’F用

を受けた場合平衡は外的作用の効果を弱めるような過程をうみだすように変

移する。これは無機物体における外界への「適応」の原理ともいえるもので

ある。一般に適応とはある系の環境（外界）との関係で，系の全体としての

質的特性を破壊しないで系の内的構造（諸要素の総体とそれらの連関の総体）が

変化することである。この場合，外界の作用の変化に応じて系が適応できる

のにも系の内1’］勺構造に制約されていて，もし内的構造の許容量以上の外界作

川が起った場合，系は破壊されてしまう。適応はこの許容量以内で旧来の平

衡と異なった新たな平衡をつくり出す意味では一つの矛盾であi・’・て．この矛

盾が正しく解決されれば適応であり発展となる。この意味で適応は外界の変

化によってひき起される内的矛盾を処理して初めて成立する。この内的矛盾

の解決が従来の古典物理学などの概念ですべて説明し切れるのであろうか。

少なくとも以下の現象はすべて解明し尽されているとは限らない。過去の

　「体験」が現在の活動を決定している様な現象，たとえば強磁性作：り磁化は

以前の磁化に大きく左右される（lnagnetic　h＞’．steresis），ゾル7ゲノレにおける無

機コロイドの習性，電子管のfliP－flopにおいて電流が減少し始めたらゼロ

にまで達し，逆に増大し始めたら飽和にまで達するという現象，結晶増殖に

おける形態の「遺伝」，無生物とみられる人工のタバコモザイクヴィールス



像，反映，情限　139

が生きた細胞も情報もないのに天然のタバコモザイクヴィールスと同じく物

質代謝，適応，自己増殖を居住条件に応じて変えている，という現象などな

どである。これらの無機的物質系の現象に特徴的なことは，系の過去におけ

る成果が現在の系の作用（行動，活動）に一定の影響を内的に及ぼしている点

である。この現象をエネルギーの変換・伝達・保存や物質の加工・輸送・蓄

積でどれだけ説明できるのか疑問である。系内の内的矛盾の解決にこれらの

過程でどのくらい説明できるのか。ここに可能的反映の存在意義がある。

　可能的反映は反映＝対応像のようにすべての無機物のもつ属性ではなく一

定の物質系に限られている。可能的反映は過去と現在を結び合わせる意味で

能動的で，系の活動の現実的1乍用となる一モメントてある。だがこれは未来

を先き取りしたり予測したりする目的志向性を有さない。未来は可能的反映

にとっては闇も同然である，したがって未来に対して能動的であるの二はな

い。しかし反映＝対応像と比べれば二重括孤付きの『生』てある。写真像は

印画紙のその後の活動にとって何らの積極的な役割を果し1〔｝ない意味三「死」

である。

　情報伝達においては反映＝対応像の「死」が積極的に1｜rill］される点でliln

すべきである。それぞれの物質系A，B，　Cとし，それぞれの反映二気ナ応像

をa，ろ，cとして，今A→B→C→という線型のlll搾艮1邑程をつくった場

合，Bにできた反映＝対応像4がBの外的作用に大きく作用したならば，　B

は一種の「勝手な行動」をとった二とになり伝迷さるべき情出内容を正陥こ

Cに伝えないことになる。もしBが人間であ・，た場☆，Bで情ltll内宕はそ．1し

こそ文字通り「思い通り」に歪曲されるのである。したがって湶型ゾ川1川｛過

程においては極力反映＝対応像のみしか有しなく，一方向的産出11：明をh一し

かつ無関係な外界からの作川を受けにくい物質系が，忠実な情報内容・り伝達

にとって必要なのである。換言すれば，反映・一一対応像が対応〔1勺であり客観的

であればあるほど信号fヒにとって効果的で，放学的変換に有利なのてある。

「惰性的ないしは死んだ感性」（ドルバック）こそが必要なのである。
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　ライプニッツの「原始的な力」ぱ今後もっと物理化学，高分子化学等の成

果や工学技術の発展と相挨って論究されなければならない。

4情報的反映

　無機的物質系の諸要素によって「有機的」に組織構成されている情報処理
ンステム

機器を別とす，hば，いままで論述してき可能1白反映を有する無機物には，高
　オルカニスノト

等有機体における様な情報の受容器（感官）かどこにあり，受容された情報

がどんな通信路（導神経）を通って中央制御（中枢）に至り，どこで情報が蓄

積（記憶）され，加工・変換（思考）されて，効果器（運動器官）に指令される

か，といった器官の分化と機能の局在化が存在しない。そこにはいわゆる情

報過程とエネ・しギー過程の明確なるはっきりあらわれてた分化が存在しな

いo

　能動的反映の飛躍！l勺なる発展はこの分化にあり、とりわけこの分化は生命

体（細胞）の出現と密接不可分である。逆に言えば，反映がいかほど能動的

て未来と結びつくかは，外界との直接的な，即時的な反映関係によるのては

なくて，どれほど情報過程によって媒介されているかによる。そして生命性

かこの過程に、生物体の外界への合目的的適応がこの過程に強く依存してい

るのであるで生物休はただ単に外界とのエネ・レギー代謝energy　metabolis　m

に尽きるものでなく、外界の変化に応じて白己の行動を目的に適った様に決

定しな：十ればならない∩それには牛物体が有している一定の組織的内的特性

を破壊しないで外界との条件の中で自己制御を実現しなけ〕τばならない。自

己制御は直接他の対象の作用に対応する様な非媒介的な反映＝対応像に｝sい

ては成、1／1せず、一つの組級的な、構成的なシステムをもって1’1己の「体験」

と「記憶iと『歴史』に媒介されて，現在の行動を決定する機能を有してい

な：ナればならない。この媒介的機能を果す物質的な実在的過程が情報過程な

のである。この過程によって媒介されている反映は，反映＝対応像の寄せ集



像，反映，情報　　141

めにも，もっとすぐれた可能的風り↓にも還元不能である弁証法的な高い活動

形式を有している。この反i映のレベ・レを特色づけるために情報的反i1央inf《）r－

mational　reflectionなる用語を必要とする。この用語を次の組織体にとどめ

人間と人間社会にまで拡大しないでおこう。何故なら人間的認；1出象は情；｛1乏過

程に媒介されてはいても，その本性からして歴史的・社会的な主観像であり

人間意識抜きでは考えられないからである。かような組織体とは，情報過程

のはっきり現われでた器官と機能分化と綜合を有しない細胞，中枢は有Lな

いが器官の分化と細胞の特殊化および情報通路の萌芽がみられる植物、明確

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 システム

なる機能分化と綜合を有す動物，人間活動の所産である情報処理機器（　一・・一イ

バネティ，クス機器）である。

　情報的反映という概念て力点がおかれるのは情報的過程の有無であって，

以1：の色いうな組織レベルの像の質をこの川語でもって一様化することでは

ない。動物の心理像が無機物から人工的に構成されているサイバネティック

ス機器の情報像とすこぶる異なった性格を有することはGJをまつまでもな
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ　　　コ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い。ここでは特にサイバネティックス機器の情報像の活動と特性に論点を絞

って情報的反映の特質を論ずる。その方が物質と精神の接合点の問題を生物

体のレベルからでなく，無生物体の側から考察することを可能にする。

　情報と反映二対応像は同一次元の同一物ではないか．という先きの解答を

ひきのばしてきた重要な疑問に解答を出す時点にさしかかっている。

　情報informationの語源に当るラテン語のinformareとはill十formで，

形を吹き込む，形態を与える，組織するという意である。このことはアリス

トテレスの哲学に湖ることができる。彼によれば，質料hylεはそれ自体無

規定で全くの可能態にすぎないが，形相eidos，　mOrpheによって規定され

て現実態energeiaとなる。ウィーナーの，情報は情報であってエネルギー

でも物質素材（mratt・・・－m・・t〔ri・木材）でもない，という情報の規定はアリスト

テレスの形川を想起させるものである。

　しかし，ウィーナーはこのアリストテレス流の定義にとどめずに通信㌔：つ動
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物の制御系を念頭において，情報を制御系の外界への適応に不可欠なものと

して、むしろ行動論的意味に解している。制御controlの視点で情報を考察

すれば，自己制御系（活動：M－　．）1｝　’；外界（活動者の作用対象）との作用関係のなか

で，そこから生じてくる情報を受容器（！iSk，耳など）で受容して情報加工・変

換器（中枢）に伝達し，そこて蓄臼情出（記憶）と比較・照合・計算（ll山内省

察）し，その結果を効果器（手，足，口など）に指令し，外界に効果的に適応

したりあるいは作川（行動）する。この全過程は情報が流れる一つの閉シス

テムを成す情報過程である。下図はこのことをひじょうに単純化して描いた

ものである。

〔1：自己制御系

R：受容器
N：情報中枢
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　この図式からわかるように，この情報過程は大ごく見て自己制御系と作1｝1

対象（「i然でも他人でもかまわない）との，制御内で見た場合は諸器官間との，

情報中枢内の諸エレメント（素Jっ問との，連墜をつくりだしている。この連

繋は非空間的な非ll寺問的な，非物質的な観念上のものでなく、まさしく物質

的な，実在的に客観的な連繋である。この連繋抜きにしては白己制御系と外

界はたち切れて白己制御系は何の情報も受げなくなり，適応（白己制御）は
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不可能とkるcまた情報内容は全く宙に浮き神秘的存在物となるであろう。

したがってこの連繋の過程（・｜11川1流）は情報内容の信号化，符合化，これに基

づいての唐報内容の伝違（情報内容は作用対象からのみくるとは限らない，自己制

御系．二入ってくるさまざまの情報も自己制御系内｝二おける情報もある），蓄積情報と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ

入力情報との比較，情報中枢における諸エレメント問の連繋による情報像の
　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　

作成，情報的モテルの作成，適応「口的」の設定，個々のデータの一般化，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　ロ　　　　

1学習」，指令情報の伝達等々の、基体的な物質的過程である。一口で言え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ロ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　

ば、この連繋は物質の普遍的連関の秩序ある形式なのである。しかし，情報

過程と言・・て尋、物質的過程である以1二，エネルギーや物質素材の過程であ

る。しかし，ウィーナーも述べる如くこの過程は微哉なエネルギーしか必要

としていない。この情報過程がいかにエネルギーの過程と一体となってい

るかを知るためには，ワットの調速機を考察すれば十分である。この調速機

（goverTlor－gllb。rl15re統治・統御・管理←kubernan操舵，　ktiberi・etes操舵者→cyber－

netic・）は，　LI1転速度を一定に保つために蒸気弁の開閉によって調整する。回

転軸の加速度は遠心力に，それは遠心錘の上昇に，次ぎにそれは挺によって

蒸気弁の閉となる一連の過程が存在する。この過程は機械的エネルギーの伝

迂によって閉システムを作り，情報の伝達を実現している。しかしエネルギ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンピユ　タ　
一 伝達と情報伝達は分化していないで混体となっている。電’1㌃十算機はすぐ

れた情報活動の過程を有しはするが，電気エネルギーを供給しなければ稼働

しないという動かしがたい事実があるのてある。

　以ヒ考察してきた’1柄からみて，反映＝対応像と情限とは同一次元の同一

物てはないかという懸案の問題に解答が得られよう。情報過程カミ存在しなく

とも反映一一対応像は物質系の因果的作川があるlll，Qり存在するが，情報過程が

自己制団1系と“”）ij対象との，白己制御内の諸エレメント間の連繋の物質的過

程てある以一ヒ、反映＝対応像なしではイ子立しない。このことは情報処理機器

にISいて判然としているのであって，この機器の情報活動は！照幾物以外のも

のには全然依存していないのである。情報処理機器は無機的物質系の属性で
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ある反映＝対応像や可能的反IVtのそれぞれのもつ独自な特性を十二分に生か

しているのである。正しくは，人間が意識的にもろもろの無機的物質系を組

織して，それらの属性である対応像や可能的反映の活動を利川するのであ

る。現代の情報処理機器は計算にひじょうに素朴な数学原理を川いて，知．・る

が，反映二対応像と可能的反1リミを高度に「有機的］に組織している，二の組

織性，有機性，秩序性を情報的連繋がつくりだすのである。

　エントロピーの増大は破壊，無秩序さの増大を意味しており，逆に負のエ

ントPピーのそれは物質の組織性，秩序性，有機性の増大を意味していて，こ

の負のエントロピーが確率論的に考察すると情報であるとされている。ここ

で一つの興味深い’ll：柄がでてくる。　Brillouin　L．によれば，エン1・ロピーは
システム

系の現実的構造についての情報の欠如の尺度となっている。そうとすれば

無機的物質系の反映＝対応像は無機物の一定の秩序性，組織性に対応してい

るはずである。無機物は生物体よりも組織性が低いと普通考えられている以

上，無機物の属性である反映は生物体における反映より低いという結論がで

る。いままで論じてきたことと少しも矛盾しないのに気付く。反映二対応像

は対象の全面的『認識』でぱなく選択的で一面的である。可能的反映は過去

における1体験」を記憶している限り，反映＝対応像より高度な『認ぷ』で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すルガニ
ある。情報的反映は生‘首の発生以降の情報過程を有する高度の組織体，有機
スム

体において実現され一無機的物質系にはみられない高度の攻某介的な能蜘1く」な

反映である。

　しかしまだ疑問が残る。負のエントロピーが情報と定義さl／ているなら．

情報と反映は同一概念てはないかという疑問である。現に情報即lj乏映てある

と主張する論者がいるのである。この論法でいくと情報は｛唱．新しい概念で

はなく，情報は秩序ある反映であっていかなる自然現象にも存在することに

なる。そして反1映が負のエントロピーとなる以ヒ，反映の発展と質はすべて

捨象されて純数学的となる。これは矛盾をかかえこまないだろうか。なるほ

ど，論じたように反映＝対応像は数学的手段にかかるが，最高の反映形態で
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ある人間頭脳における観念や概念等々の観念的なものば数学的手段にかかる

のであろうか。それらは言語物質などに対象化されれば数学言語学等の助け

によって数学的手段にかかろうが，観念そのものは言語物質ではない。数学

的論理学と弁証法的論理学とを同一視できないように，情報処理機器の情報

活動と人間の弁証法的思考活動とを同一視できるであろうか。

　情報的反映のレベルの反映に再度立戻ってこの反映の特性を解析しよう。

とりも直さずそのことによってこの反映の弁証法的性格を示そう。

　まず第一に作用対象から情報中枢までの情報過程に注目しよう。サイバネ

ティックス機器であればこの過程はすべて無機的物質系から成り，情報内容

は反映＝対応像や可能1白反映によって中枢に伝達されるであろう。自己制御

系が生物体であればこの過程はもっと高度の有機的物質系から成り，おそら

く生化学的，生理学的レベルの反映特性によって伝達されるであろう（たと

えば，DNA，　DNAの自己複製，　DNA→RNA→タンパク質への情報伝達，記憶とDNA

との関係等が日下研究されている）。ここで注目すべきことは，作用対象につい

ての情報内容がこの伝達過程における物理・化学的，生化学的・心理化学的

反応やそれらの対応像に基づいて伝達されていても，それらの反応や対応像

の性質に全面的に規定されないということである。1。し対象の性質を認識す

る場合情報過程の物質的性質によって規定されてしまうなら，われわ．れは対

象の性質を認識できないであろう。思想の伝達に例をとれば，ある一定の思

考内容を他人に伝達する場合，神経路，音声，言語記号を媒介とするが生化

学的反応や記号形態や音声波形などによって思考内容ぱ全面的に規定されな

い。このことからわかるように，情報的反映において反映＝対応像く二可能的

反映はいわば弁証法的に止揚されているのである。低次の運動形態が高次の

運動形態に弁証法的に止揚される，というヘーゲルの根本概念は生きている。

　さて次ぎに情報的反映のもっとも肝心な点に立ち入ろう。つまり情報的中

枢において反映はいかなる性格と機能とを果すかという点である。情報的観

点を無視した反映論は機械論的模写論に，情報的連関のみに重点をおいた唯
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物論は俗流唯物論に，陥る羽目となる。刺激→反応という従来の単純な図式

には情報的観点が欠落している。第一信号や第二信号系の神経生理学的メカ

ニズムを思考の諸法則と同一視する論者は，俗流唯物論者モレショットと同

じ穴のむじなである。

　情報中枢はさまざまな諸エレメントと諸構成体を有し，それらを連繋する

情報的連関は線型的ではなく，非線型的な力動的システムを構成する。ここ

でダイナミックに形成される情報的反映は，外界の変化につれて自己制御に

流入する個々バラバラの情報内容やデータを「一般化」するぽかりでなく，

外界の変化に伴って生ずる自己制御系内の諸矛盾を解決する機能を有してい

なければならない。それがためには，情報中枢が全体としてつくる情報的反

映の機能がもろもろのエレメントのもつ個別的機能の算術的総和に還元され

てはならない。まさしく情報的連繋は個々のエレメントを孤立させないばか

りかそれらの総体が含む以上のものをつくりだしているのである。情報中枢

　ホロス
は全体論的性格をもって情報像を形成する。流入する情報内容と蓄積情報と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つの比較・照合・計算，「一般化」，情報的機モデルの作成，「目的」設定，行

動プランの企画，プログラム作成，フィード・バック的「反省」一これら

の一連の機能は情報的反映活動である。それはもはや外界を受動的に映すの

ではなくて，情報中枢において新らしい像を，機能的像をつくり出すことに

よって現在を未来に結びつけるのである。

　情報像は対象の幾何学的な具体的形態や具体的性質の具体的再現ではなく

て，函数的な論理的代理機能を有するいわば抽象的像である。情報処理機器

が対象の数学的・論理的擬似模倣simulationを行い「発見法的heuristic」

機能すらなし得るのは一重にこの情報的反映活動に基づくのである。

　生命も意識も介在させていないサイバネティックス機器は，最も低次の反

映である反映＝対応像や可能的反映が情報過程によって媒介され組織される

ことによって，あたかも生命の如くに活動する。「すぺて自動機械Autom－

ataは人工的生命をもつ」とホップズは‘‘Leviathan’！のなかでしるしてい
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るが，この人工的「生命」は，技術によって高度に組織化された無機的有機

体のもつ情報的反映に拠るのである。二元論，物活論，人間．機械論が新たな

装いて’復活されるのではなく，現代の科学・技術の諸成果に基づいて白然弁

証法が新たな階梯にのぼり，それらの克服がなされるのである。
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